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PRESS RELEASE 

 

〈開館 60 周年記念〉 特別企画展 

第 2 回現代作家展 

竹内浩一 風が迎えて 
 

 展覧会概要  

この度、第 2 回現代作家展として、竹内浩一（1941-）をとりあげます。竹内浩一は、京都の型染友禅を

業とする家に生まれました。京都市立日吉ヶ丘高校日本画科を卒業後、テキスタイルデザイナーとして活躍

しますが、25 歳の時に、仕事のかたわら京都画壇の重鎮・山口華
か

楊
よう

に師事すると、すぐに頭角をあらわして

日本画家の道を歩み始めました。洗練された色彩とナイーブな心象描写を併せ持つ表現で注目されるも、悩

みを深め、葛藤するようになります。そうしたなか、禅の教えと、高い精神性を持つ中国宋時代の絵画との

出会いが、新たな画境を開く契機となり、淡くデリケートな色調に生きるものへの深い想いを重ねた独自の

世界を築き上げました。 

1984 年には、日本画の新しい方向性を掲げて結成した「横の会」に参加します。東京・京都を拠点に活

躍する中堅実力派のメンバーたちと切磋琢磨しながら 10 年間活動し、美術界から注目を受けました。その

一方で、後進の育成にも尽力し、京都造形芸術大学（現 京都芸術大学）の教授を経て、2002 年より京都市

立芸術大学の教授をつとめました。 

真摯に向き合い描かれた動物たちには、悲哀とユーモアを秘めた独特の情感にあふれ、それが竹内芸術の

魅力となっています。本展は、竹内浩一の初期の作品をはじめ、代表作、新作を一堂に紹介します。画業の

全貌が展観できる貴重な機会となります。 

 

 みどころ  

初期作品、代表作など竹内浩一の全貌に迫るまたとない機会 
独自の動物表現で高い人気を誇る日本画家・竹内浩一。 

本展では、初期作品《耳鳴り》、日展特選受賞作品《霜》、日本画研究グループ「横の会」時代（40～50 代

前半）の意欲作《雫》《蓑》などを含む作家自選による約 60 点を一堂に紹介します。 

 

悲哀とユーモアあふれる動物たち 

禅の教えと、高い精神性を持つ中国宋時代の絵画との出会いが、新たな画境を拓く契機となり、淡くデリ

ケートな色調に生きるものへの深い想いを重ねた独自の世界を築き上げました。真摯に向き合い描かれた

動物たちには、悲哀とユーモアを秘めた独特の情感にあふれ、それが竹内芸術の魅力となっています。 

 

竹内浩一による鳥獣戯画 

60 代に入り円熟味を増した竹内浩一の飄逸な筆による鳥獣戯画シリーズ 5 点のち、2 点（《戯画遊》《戯画

釣名人》）を特別に展示します。 
 
本展のための描き下ろし新作を特別公開 
猫をモチーフにした抽象作品《壁になった猫》、禅僧の笠を描いたドローイング《伊

い

深
ぶか

》、仁和寺の遼
りょう

郭亭
かくてい

から画想を得た《乾山
けんざん

》の 3 点は、本展のために描き下ろした新作で初公開です。 
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 おもな出展作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣り好きの父親が 

モデルに 

竹内浩一《耳鳴り》 

昭和 47 年(1972) 第 7 回日春展(奨励賞) 

今治市大三島美術館蔵 

 

 

 

竹内浩一《霜》     

昭和 54 年(1979) 第 11 回日展(特選) 

国立国際美術館蔵 

 

竹内浩一《戯画釣名人》 

平成 21 年(2009)  

郷さくら美術館蔵 

 

竹内浩一《戯画游》 

平成 13 年(2001) 

郷さくら美術館蔵 

 

火の玉で遊ぶ 

狐たち 

少
年
の
背
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
？ 

久
し
ぶ
り
の
公
開
と
な
る
日
展
特
選
受
賞
作 
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堂本印象《乳の願い》 

大正 13 年(1924) 第 5 回帝展 京都府立堂本印象美術館蔵 

 

唯一動物に恋した? 亡き象への鎮魂の祈り 

竹内浩一《幻花》 

平成 16 年(2004) 第 36 回改組日展 京都市美術館蔵 

 

竹内浩一《壁になったネコ》 

令和 8 年(2026) 個人蔵 

 

併 催 

堂本印象の動物表現など 

竹内浩一《野の鈴》 

昭和 61 年(1986) 第 18 回日展 箱根・芦ノ湖 成川美術館蔵 

水上勉の小説から想を得たコスモス畑 

竹内浩一《明恵が在る》 

平成 24 年(2012) 日本画こころの京都展  

京都府蔵（京都府京都文化博物館管理） 

 

竹内浩一《蓑Ⅰ》 昭和 63 年(1988) 

第 5 回横の会展 個人蔵 

猿
の
孤
高
な
佇
ま
い
に 

自
身
の
想
い
を
重
ね
た
意
欲
作 

竹内浩一《小猿の釣果》 

平成 23 年(2011) 個人蔵 

幼少期の思い出 初公開の新作 

明
恵
上
人
の
慈
悲
の
心
を
絵
に
託
す 
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▶ 展覧会名  日：〈開館 60 周年記念〉 特別企画展 第 2 回現代作家展 竹内浩一 風が迎えて 

英：Special exhibition commemorating the 60th anniversary of the museum's opening 

    The 2nd Contemporary Artist Exhibition Takeuchi Koichi The Wind that Greets 

▶ 会  期  2026 年 4 月 12 日（日）～6 月 7 日（日） 

▶ 開館時間  9:30～17:00（入館は 16:30 まで） 

▶ 休 館 日   月曜日(ただし、5 月 4 日［月・祝］は開館し、5 月 7 日［木］は休館)  

▶ 入場料金   一般 800 円（640 円)、高大生 500 円（400 円）、65 歳以上 400 円（320 円）(要公的証明書) 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金。 

※中学生以下および障害者手帳をご提示の方（介護者 1 名を含む）は無料。 

▶ 主    催  京都府、京都府立堂本印象美術館（指定管理者：公益財団法人京都文化財団）、京都新聞 

▶ 特別協力  大徳寺塔頭芳春院 

▶ 助    成  一般財団法人地域創造 

 

 展覧会概要（239 文字） ※記事作成の際にご活用ください 

竹内浩一（1941-）は、はじめデザイナーとして活躍しますが、25 歳の時に京都画壇の重鎮・山口華楊に師

事します。30 代半ばより、禅の教えと、高い精神性を持つ中国宋時代の絵画との出会いにより、生なるもの

への深い慈しみを込めた独自の世界を築き上げました。真摯に向き合い描かれた動物たちには、悲哀とユー

モアを秘めた独特の情感にあふれ、それが竹内芸術の魅力となっています。本展は、竹内浩一の初期の作品

をはじめ、代表作、新作を一堂に紹介します。画業の全貌が展観できる貴重な機会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関   京都府立堂本印象美術館  
お問合せ先  TEL：075-463-0007 FAX：075-465-3099 MAIL：museum@d-insho.jp 

［同時開催］芳春院の襖絵 竹内浩一 ＊別途拝観料が必要 

4 月 12 日（日）～6 月 7 日（日）  於 大徳寺塔頭芳春院（京都市北区紫野大徳寺町 55） 

＊5 月 14 日（木）休 
 
問い合わせ先：075-492-6010（芳春院） 

 

〈特別割引〉 

大徳寺塔頭芳春院の拝観券（半券可）提示で、本展観覧券を２割引で購入いただけます。 

※1 枚につき 1 名のみ、1 回限り有効 ※その他割引との併用不可 ※各館当日券売場での購入のみ対象 

 野外イベント  

第９回野外彫刻展 

 
4 月 12 日（日）～6 月 7 日（日） 
会 場：美術館庭園 
 

入場無料 

 

主催： 

京都府、京都彫刻家協会、 

京都府立堂本印象美術館 

 関連イベント  ＊いずれも参加費・申込不要、要観覧券 

● 竹内浩一によるギャラリートーク 

４月 25 日（土）5 月 23 日（土）14:00～ 
会 場：美術館 2 階展示室 

 

● スペシャル対談 

渡辺信喜（日本画家）×竹内浩一（本展出品作家） 
 

美術高校の同級生で、同時期に山口華楊の晨鳥社に入り、 

横の会で切磋琢磨した 70 年来の盟友同士の貴重な対談！ 

 

5 月 16 日（土）14：00～  

会 場：美術館 2 階展示室 

聞き手：当館学芸員 

 

当
館
イ
ベ
ン
ト
・
展
示 

mailto:museum@d-insho.jp

